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第
百
十
二 

  
 

国
民
機 

   
 
 
 
 

一 
  

し
ば
ら
く
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
と
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
の
話
が
交
互
す
る
。 

 

こ
こ
で
い
う
「
国
民
機
」
は
パ
ソ
コ
ン
の
こ
と
で
は
な
い
。
日
本

電
気
が
一
九
六
一
年
五
月
に
開
発
し
た
パ
ラ
メ
ト
ロ
ン
式
で
プ
ロ
グ

ラ
ム
内
蔵
型
の
電
子
計
算
機
「
Ｎ
Ｅ
Ａ
Ｃ
１
２
０
１
」
で
あ
る
。
こ

の
マ
シ
ン
に
つ
い
て
語
る
に
は
、
ベ
ー
ス
と
な
っ
た
「
Ｎ
Ｅ
Ａ
Ｃ
１

１
０
３
」
を
概
観
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。 

 

日
本
電
気
は
五
八
年
三
月
に
同
社
初
の
電
子
計
算
機
「
Ｎ
Ｅ
Ａ
Ｃ

１
１
０
１
」
を
稼
動
さ
せ
、
ほ
ぼ
同
時
期
に
東
北
大
学
に
「
Ｎ
Ｅ
Ａ

Ｃ
１
１
０
２
」（
東
北
大
学
で
は
「
Ｓ
Ｅ
Ｎ
Ａ
Ｃ
」
と
呼
ん
だ
）
を

納
入
し
た
。
Ｎ
Ｅ
Ａ
Ｃ
１
１
０
３
は
１
１
０
１
の
流
れ
を
汲
み
、
１

１
０
２
を
改
良
し
た
マ
シ
ン
だ
っ
た
。 

 

Ｎ
Ｅ
Ａ
Ｃ
１
１
０
３
の
諸
性
能
は
次
の
よ
う
だ
っ
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

※
ｋ
＝
キ
ロ
、
ｂ
＝
ビ
ッ
ト
、
Ｂ
＝
バ
イ
ト 

  

計
算
機
本
体 

 

・
演
算
素
子
数
パ
ラ
メ
ト
ロ
ン 

１
万
９
２
０
０
個 

 

・
ク
ロ
ッ
ク
周
波
数
発
振 

２
メ
ガ
ヘ
ル
ツ 

 

・
切
換
え 

20
ｋ
ヘ
ル
ツ 

 

・
数
値
方
式 

48
ｂ 

 

・
命
令
方
式 

24
ｂ
／
１
・
５
ア
ド
レ
ス 
 

・
浮
動
少
数
演
算 

 

・
加
減
算 

１
・
４
ミ
リ
秒
（
毎
秒
７
１
４
回
） 

 

・
乗
算 

１
・
６
ミ
リ
秒
（
毎
秒
６
０
５
回
） 

 

・
除
算 

２
・
８
ミ
リ
秒
（
毎
秒
５
５
５
回
） 

 

記
憶
容
量 

 

・
磁
気
ド
ラ
ム 

１
０
２
４
ワ
ー
ド
（
一
ｋ
Ｂ
） 

 

周
辺
機
器 

 

・
磁
気
テ
ー
プ
装
置 

毎
秒
８
千
ワ
ー
ド
（
八
ｋ
Ｂ
） 

 

・
ラ
イ
ン
プ
リ
ン
タ
ー 

毎
分
３
０
０
行 

 

・
高
速
テ
ー
プ
鑽
孔
機 

毎
分
１
２
０
０
ワ
ー
ド 

 

・
鑽
孔
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー 

毎
分
５
０
０
ワ
ー
ド 

 

・
光
電
式
テ
ー
プ
読
取
装
置 

毎
分
２
０
０
ワ
ー
ド 

  
プ
ロ
セ
ッ
サ
ー
の
ク
ロ
ッ
ク
周
波
数
が
ギ
ガ
、
メ
モ
リ
ー
容
量
が

メ
ガ
、
内
蔵
ハ
ー
ド
デ
ィ
ス
ク
容
量
が
ギ
ガ
を
単
位
と
し
て
表
示
さ

れ
る
現
今
の
パ
ソ
コ
ン
と
は
比
べ
よ
う
も
な
く
、
演
算
速
度
は
こ
れ

よ
り
十
年
の
ち
に
登
場
す
る
電
卓
に
も
劣
っ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。 
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基
本
設
計
を
担
当
し
た
渡
部
和
に
よ
る
と
、
同
シ
リ
ー
ズ
は 

 
「
当
初
の
構
想
で
は
六
十
四
ビ
ッ
ト
方
式
を
採
用
す
る
つ
も
り
だ

っ
た
」 

 

と
い
う
。 

 

指
数
部
八
ビ
ッ
ト
、
仮
数
部
五
十
六
ビ
ッ
ト
で
構
成
さ
れ
、 

 

―
―
浮
動
小
数
点
方
式
で
六
十
四
ビ
ッ
ト
構
成
の
レ
ジ
ス
タ
ー
を

並
列
の
共
通
バ
ス
で
接
続
す
る
。 

 

と
い
う
画
期
的
な
考
え
方
を
採
用
し
て
い
た
。 

 

と
こ
ろ
が
当
時
の
計
算
機
の
〝
常
識
〞
か
ら
あ
ま
り
に
外
れ
て
い

た
た
め
、
六
十
四
ビ
ッ
ト
構
想
は
却
下
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。 

 

渡
部
は
そ
れ
に
め
げ
ず
、
四
十
八
ビ
ッ
ト
の
レ
ジ
ス
タ
ー
と
共
通

バ
ス
を
採
用
し
な
が
ら
、
内
部
に
二
組
の
演
算
機
構
を
設
け
、
二
つ

の
演
算
機
構
が
個
別
に
複
素
数
計
算
を
、
連
結
し
て
仮
数
部
八
十
ビ

ッ
ト
の
浮
動
小
数
点
演
算
を
行
う
機
能
を
盛
り
込
む
な
ど
、
工
夫
を

凝
ら
し
た
。 

 

パ
ラ
メ
ト
ロ
ン
は
東
大
の
後
藤
英
一
が
発
明
し
た
日
本
独
自
の
演

算
素
子
で
あ
っ
て
、
富
士
通
信
機
製
造
の
池
田
敏
雄
も
の
め
り
込
み
、

必
死
に
な
っ
て
新
型
機
の
開
発
に
取
り
組
ん
だ
。
と
こ
ろ
が
、
し
ば

し
ば
動
作
が
不
安
定
に
な
っ
た
。
良
・
不
良
品
の
判
別
が
、
開
発
者

に
と
っ
て
大
き
な
負
荷
だ
っ
た
。 

 

同
時
期
、
日
本
電
気
は
通
産
省
工
業
技
術
院
電
気
試
験
所
の
和
田

弘
の
指
導
を
受
け
、
五
八
年
九
月
に
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
式
計
算
機
「
Ｎ

Ｅ
Ａ
Ｃ
２
２
０
１
」
―
―
の
ち
の
大
型
機
「
Ａ
Ｃ
Ｏ
Ｓ
」
シ
リ
ー
ズ

の
原
型
―
―
も
完
成
さ
せ
て
い
た
。
同
機
は
五
九
年
五
月
に
電
子
工

業
振
興
協
会
計
算
セ
ン
タ
ー
に
一
号
機
を
納
入
し
た
の
を
皮
切
り
に

約
三
十
台
が
販
売
さ
れ
、
国
産
電
子
計
算
機
と
し
て
初
め
て
〔
量

産
〕
に
成
功
し
た
。 
 

一
方
の
富
士
通
信
機
製
造
は
、
紆
余
曲
折
の
す
え
小
林
大
佑
の
決

断
で
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
式
に
一
本
化
す
る
方
針
に
改
め
た
。
だ
が
日
本

電
気
は
パ
ラ
メ
ト
ロ
ン
を
あ
き
ら
め
な
か
っ
た
。
同
社
は
一
九
六
九

年
ま
で
パ
ラ
メ
ト
ロ
ン
式
計
算
機
を
継
続
し
て
開
発
し
、
大
き
な
成

功
を
収
め
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
は
な
ぜ
だ
っ
た
ろ
う
か
。 

 

同
社
の
初
期
の
電
子
計
算
機
事
業
を
支
え
た
主
要
な
人
物
―
―
小

林
宏
治
、
長
森
亨
三
、
金
田
弘
、
宮
城
嘉
男
、
渡
部
和
、
青
山
成
之
、

石
井
善
昭
、
山
本
淳
三
、
遠
藤
良
明
、
黒
川
武
夫
―
―
と
い
っ
た

人
々
が
物
故
ま
た
は
引
退
し
て
い
る
た
め
に
、
当
時
の
状
況
を
知
る

手
が
か
り
は
書
籍
や
文
献
の
ほ
か
に
な
い
。 

 

一
九
六
七
年
入
社
で
「
オ
フ
コ
ン
」
と
呼
ば
れ
た
事
務
処
理
用
小

型
計
算
機
を
一
貫
し
て
手
が
け
た
小
林
一
彦
（
二
〇
〇
三
年
現
在
執

行
役
専
務
）
が
、
先
人
た
ち
の
聞
き
覚
え
を
語
っ
て
く
れ
た
。 

 
「
基
本
的
に
富
士
通
と
日
本
電
気
と
で
は
製
品
化
の
コ
ン
セ
プ
ト

が
違
っ
た
」 

 

と
小
林
は
言
う
。 

 

富
士
通
は
大
型
機
の
開
発
に
総
力
を
あ
げ
た
が
、
日
本
電
気
は
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「
普
及
型
」、
つ
ま
り
中
・
小
型
機
を
目
指
し
た
、
と
い
う
の
で
あ

る
。
結
果
と
し
て
、
の
ち
に
大
型
機
「
Ａ
Ｃ
Ｏ
Ｓ
」
シ
リ
ー
ズ
は
富

士
通
、
日
立
の
後
塵
を
拝
し
た
が
、「
オ
フ
コ
ン
」
さ
ら
に
「
オ
フ

ィ
ス
・
サ
ー
バ
ー
」
の
ジ
ャ
ン
ル
で
同
社
は
ト
ッ
プ
・
シ
ェ
ア
を
取

る
こ
と
が
で
き
た
。 

 

小
林
が
開
発
チ
ー
ム
に
配
属
さ
れ
た
六
七
年
に
は
一
チ
ッ
プ
で
四

ビ
ッ
ト
処
理
が
可
能
な
マ
イ
ク
ロ
プ
ロ
セ
ッ
サ
ー
が
世
の
中
に
登
場

し
て
い
た
。
パ
ラ
メ
ト
ロ
ン
か
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
か
、
と
い
う
議
論
は

す
で
に
過
去
の
も
の
と
な
っ
て
い
た
。 

 

だ
が
、 

 

―
―
な
ぜ
パ
ラ
メ
ト
ロ
ン
だ
っ
た
か
。 

 

は
語
り
継
が
れ
て
い
た
。 

 

「
Ｎ
Ｅ
Ａ
Ｃ
１
１
０
３
、
１
２
０
１
の
当
時
は
真
空
管
の
時
代
が

終
焉
を
迎
え
、
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
が
脚
光
を
浴
び
て
い
ま
し
た
。
し
か

し
初
期
の
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
は
高
価
で
、
信
頼
性
の
点
で
ま
だ
不
完
全

だ
っ
た
の
で
す
。
Ｎ
Ｅ
Ａ
Ｃ
１
２
０
１
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
〝
低
価
格

＋
安
定
稼
動
〞
だ
っ
た
の
で
、
開
発
チ
ー
ム
は
手
馴
れ
た
パ
ラ
メ
ト

ロ
ン
を
採
用
す
る
こ
と
に
し
た
ん
で
す
。
そ
こ
で
実
績
の
あ
る
Ｎ
Ｅ

Ａ
Ｃ
１
１
０
３
を
ベ
ー
ス
に
す
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
」 

 

演
算
素
子
の
選
択
よ
り
大
変
だ
っ
た
の
は
、
開
発
チ
ー
ム
の
編
成

だ
っ
た
。
技
術
者
は
常
に
最
新
の
も
の
、
よ
り
大
き
な
も
の
、
よ
り

速
い
も
の
、
よ
り
高
性
能
な
も
の
を
指
向
す
る
。 

 

「
わ
た
し
が
入
社
し
た
と
き
も
、
技
術
者
が
十
人
い
れ
ば
十
人
と

も
、
大
型
機
を
や
り
た
い
、
と
考
え
た
。
小
型
機
を
や
る
の
は
技
術

者
と
し
て
情
け
な
い
、
と
い
う
の
が
一
般
的
な
認
識
で
し
た
」 

 

と
小
林
は
い
う
。 

 

実
際
、
Ｎ
Ｅ
Ａ
Ｃ
１
２
０
１
の
開
発
は
、
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
式
計
算

機
開
発
チ
ー
ム
の
金
田
弘
を
リ
ー
ダ
ー
に
、
パ
ラ
メ
ト
ロ
ン
・
チ
ー

ム
の
遠
藤
良
明
、
山
本
淳
三
な
ど
が
参
加
し
て
発
足
し
た
。
進
ん
で

小
型
機
の
開
発
に
参
加
す
る
技
術
者
が
い
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
に
、

混
成
チ
ー
ム
を
編
成
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。 

 

こ
の
と
き
実
質
的
な
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
だ
っ
た
遠
藤
良
明
が 

 

「
ど
う
せ
な
ら
、
ド
イ
ツ
の
フ
ォ
ル
ク
ス
ワ
ー
ゲ
ン
み
た
い
な

〝
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
国
民
車
〞
を
作
ろ
う
や
」 

 

と
言
っ
た
。 

  
 
 
 
 

二 
  

ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
・
チ
ー
ム
の
主
任
だ
っ
た
金
田
弘
も
、
パ
ラ
メ
ト

ロ
ン
を
採
用
す
る
こ
と
に
異
議
は
な
か
っ
た
。
と
い
う
よ
り
積
極
的

に
支
持
し
た
と
い
っ
て
い
い
。 

 
実
を
い
う
と
Ｎ
Ｅ
Ａ
Ｃ
１
２
０
１
の
発
想
は
、
日
本
電
気
内
部
か

ら
出
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
タ
イ
ム
レ
コ
ー
ダ
ー
の
販
売
で
提
携

関
係
に
あ
っ
た
事
務
機
商
社
の
日
本
事
務
器
（
Ｎ
Ｊ
Ｃ
）
が
企
画
を
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持
ち
込
ん
だ
の
で
あ
る
。 

 
日
本
事
務
器
と
い
う
の
は
、
黒
澤
商
店
の
と
こ
ろ
で
登
場
し
た

「
合
資
会
社
日
本
事
務
器
商
会
」
の
こ
と
で
あ
る
。 

 

黒
澤
貞
次
郎
の
も
と
で
支
配
人
を
務
め
て
い
た
田
中
啓
次
郎
が
、

関
東
大
震
災
で
経
営
難
に
陥
っ
た
黒
澤
商
店
を
見
る
に
見
か
ね
て
一

九
二
四
年
二
月
に
独
立
し
た
。 

 

―
―
自
分
た
ち
の
よ
う
な
高
給
取
り
が
い
た
の
で
は
店
の
再
建
は

お
ぼ
つ
か
な
い
と
考
え
た
。 

 

と
、
の
ち
に
田
中
が
書
き
記
し
て
い
る
。 

 

―
―
暖
簾
分
け
の
親
元
と
同
じ
商
品
は
扱
わ
な
い 

 

と
決
め
、
電
報
受
信
用
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
や
独
自
開
発
の
ビ
ジ
ブ

ル
レ
コ
ー
ダ
ー
で
成
功
し
た
。
そ
の
後
、
や
や
紆
余
曲
折
が
あ
っ
て

合
資
会
社
を
閉
め
た
が
、
く
ろ
が
ね
製
作
所
と
共
同
で
開
発
し
た
ビ

ジ
ブ
ル
レ
コ
ー
ダ
ー
や
サ
カ
タ
輪
転
謄
写
印
刷
機
の
販
売
で
再
興
を

果
た
し
、
一
九
四
八
年
六
月
三
十
日
を
以
て
株
式
会
社
に
改
組
し
た
。

日
本
電
気
と
の
関
係
は
、
こ
の
と
き
始
ま
っ
て
い
る
。 

 

日
本
電
気
が
開
発
し
た
タ
イ
ム
レ
コ
ー
ダ
ー
「
ニ
デ
カ
」
の
販
売

権
を
取
得
し
た
の
だ
。 

 

単
に
販
売
権
を
取
得
し
た
ば
か
り
で
は
な
か
っ
た
。 

 

「
ニ
デ
カ
」
の
原
型
を
開
発
し
た
の
は
「
日
本
周
波
時
計
」
と
い

う
会
社
だ
っ
た
。
こ
れ
を
日
本
電
気
が
一
九
三
六
年
七
月
に
買
収
し
、

そ
の
技
術
を
も
と
に
完
成
さ
せ
た
の
が
「
ニ
デ
カ
」
だ
っ
た
。
日
本

の
「
ニ
」、
電
気
の
「
デ
」、
株
式
会
社
の
「
カ
」
が
そ
の
名
の
由
来

と
い
う
。 

 

販
売
は
ニ
デ
カ
電
気
時
計
販
売
が
担
当
し
て
い
た
が
、
日
本
電
気

は
こ
れ
を
「
日
本
タ
イ
ム
レ
コ
ー
ダ
ー
」
に
改
組
・
改
称
し
て
、
終

戦
直
後
も
東
京
・
三
田
工
場
で
生
産
を
続
け
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
こ

こ
に
財
閥
解
体
指
令
に
伴
う
経
営
難
が
発
生
し
た
。 

 

住
友
本
社
の
資
産
処
理
や
資
金
移
動
が
凍
結
さ
れ
た
た
め
、
そ
の

グ
ル
ー
プ
会
社
で
あ
る
日
本
電
気
は
日
本
タ
イ
ム
レ
コ
ー
ダ
ー
に
資

金
を
供
給
で
き
な
く
な
っ
た
。 

 

日
本
事
務
器
商
会
を
名
乗
っ
て
い
た
当
時
、
日
本
タ
イ
ム
レ
コ
ー

ダ
ー
か
ら
清
水
良
一
と
い
う
セ
ー
ル
ス
マ
ン
が
移
籍
し
て
い
た
。
清

水
は
か
つ
て
自
分
が
所
属
し
た
企
業
の
窮
地
を
見
る
に
見
か
ね
、
Ｎ

Ｊ
Ｃ
の
田
中
啓
次
郎
社
長
に
援
助
を
直
訴
し
た
。 

 

戦
後
の
復
興
気
運
の
中
で
、
Ｎ
Ｊ
Ｃ
の
業
績
は
好
調
を
続
け
て
い

た
の
で
、
田
中
は
「
ニ
デ
カ
」
の
販
売
権
を
取
得
す
る
と
と
も
に
、

日
本
タ
イ
ム
レ
コ
ー
ダ
ー
へ
の
資
金
援
助
を
行
う
こ
と
し
た
。 

 

一
九
五
〇
年
の
こ
と
だ
っ
た
が
、
日
本
タ
イ
ム
レ
コ
ー
ダ
ー
の
取

締
役
に
佐
伯
長
生
が
就
任
し
た
。
一
九
四
六
年
一
月
か
ら
日
本
電
気

社
長
の
座
に
あ
っ
た
が
、
財
閥
解
体
の
余
波
を
受
け
て
そ
の
地
位
を

追
わ
れ
た
。
日
本
周
波
時
計
の
買
収
と
日
本
タ
イ
ム
レ
コ
ー
ダ
ー
の

設
立
に
深
い
か
か
わ
り
が
あ
っ
た
。
Ｎ
Ｊ
Ｃ
は
佐
伯
を
も
救
っ
た
と

い
っ
て
い
い
。 
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こ
う
し
て
Ｎ
Ｊ
Ｃ
と
日
本
電
気
は
、
製
品
の
販
売
、
資
金
の
協
力
、

人
事
交
流
の
三
重
の
縁
で
結
ば
れ
て
い
た
。 

 
当
時
、
日
本
電
気
の
経
理
部
長
だ
っ
た
中
山
隆
祐
は
日
本
事
務
器

に
つ
い
て
、 

 

「
内
部
留
保
も
タ
ッ
プ
リ
あ
っ
て
借
入
れ
の
必
要
も
な
い
、
ま
こ

と
に
手
堅
い
会
社
」 

 

と
評
価
し
て
い
た
。 

 

ま
た
機
器
工
業
部
長
の
出
川
雄
二
郎
は
、 

 

「
も
し
今
後
、
わ
れ
わ
れ
の
と
こ
ろ
で
ビ
ジ
ネ
ス
ユ
ー
ス
の
機
器

が
で
き
た
と
き
に
は
、
ひ
と
つ
お
取
り
扱
い
を
願
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ

と
も
あ
る
。
事
務
機
器
を
扱
っ
て
い
る
会
社
の
人
か
ら
い
ろ
い
ろ
意

見
を
聞
い
て
、
そ
れ
を
製
品
に
反
映
す
べ
き
だ
」 

 

と
考
え
て
い
た
。 

 

両
人
と
も
元
社
長
の
佐
伯
か
ら
Ｎ
Ｊ
Ｃ
と
い
う
会
社
に
関
す
る
情

報
を
内
々
に
得
て
い
て
、
最
も
有
望
な
提
携
の
相
手
と
し
て
意
識
し

て
い
た
。 

 

一
九
五
九
年
の
一
月
、
Ｎ
Ｊ
Ｃ
社
長
の
田
中
啓
次
郎
は
年
頭
の
訓

示
で
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。 

  

世
界
の
水
準
に
大
き
く
立
ち
遅
れ
た
わ
が
国
の
事
務
用
機
械
工
業

は
、
そ
の
遅
れ
を
取
り
戻
す
べ
く
今
後
は
大
き
く
飛
躍
す
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
て
い
る
。
わ
け
て
も
、
電
子
工
業
関
係
の
高
度
の
機
器
は

多
数
の
専
門
メ
ー
カ
ー
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
研
究
が
進
め
ら
れ
て

い
る
が
、
通
産
省
で
は
電
子
計
算
機
だ
け
で
も
今
後
は
五
か
年
間
に

三
千
台
が
製
造
さ
れ
る
と
予
想
し
て
い
る
。 

こ
の
よ
う
な
状
況
下
に
あ
っ
て
、
当
社
が
進
む
べ
き
道
は
そ
う
あ
る

べ
き
か
と
い
え
ば
、
ま
ず
つ
ね
に
足
下
を
固
め
つ
つ
、
こ
の
種
の
高

度
の
も
の
に
深
い
関
心
を
持
ち
、
か
つ
こ
れ
を
充
分
に
売
り
こ
な
し

て
い
く
だ
け
の
体
制
を
整
え
な
が
ら
、
有
力
メ
ー
カ
ー
と
の
接
触
を

密
に
し
て
、
大
勢
に
遅
れ
を
と
ら
ぬ
よ
う
あ
ら
ゆ
る
努
力
を
惜
し
ま

ぬ
こ
と
で
あ
る
。 

  

こ
の
訓
示
は
、
日
本
事
務
器
の
創
業
以
来
、「
電
子
計
算
機
」
と

い
う
言
葉
が
使
わ
れ
た
初
め
て
の
も
の
だ
っ
た
。
こ
の
と
き
社
長
・

田
中
の
胸
中
で
は
、
日
本
電
気
と
提
携
し
て
電
子
計
算
機
の
分
野
に

打
っ
て
出
る
決
意
が
固
ま
り
つ
つ
あ
っ
た
。 

 

同
年
四
月
十
七
日
、
東
京
・
目
黒
の
八
芳
園
で
日
本
電
気
と
日
本

事
務
機
の
首
脳
三
十
人
が
会
食
し
た
。
出
席
し
た
の
は
日
本
電
気
の

取
締
役
・
飯
島
昌
介
、
同
・
小
森
茂
、
経
理
部
長
・
中
山
隆
祐
、
機

器
工
業
部
長
・
出
川
雄
二
郎
、
Ｎ
Ｊ
Ｃ
は
社
長
・
田
中
啓
次
郎
、
専

務
・
清
水
良
一
、
常
務
・
安
達
瓢
、
取
締
役
・
宮
崎
博
、
同
・
田
中

信
行
お
よ
び
、
元
日
本
電
気
社
長
・
佐
伯
長
生
な
ど
だ
っ
た
。 

 

こ
の
会
合
に
つ
い
て
『
日
本
事
務
器
株
式
会
社
七
十
五
年
史
』
は 

 

「
こ
れ
と
い
う
具
体
的
案
件
が
あ
っ
て
の
こ
と
で
は
な
か
っ
た
」 
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と
記
す
。 

 
な
る
ほ
ど
、
表
向
き
会
合
そ
の
も
の
に
特
別
な
意
味
は
込
め
ら
れ

て
い
な
か
っ
た
。
だ
が
こ
の
時
点
で
佐
伯
長
生
は
両
社
の
間
に
立
っ

て
、
小
型
電
子
計
算
機
の
事
業
化
を
具
体
化
す
べ
く
整
え
て
い
た
。

そ
の
根
回
し
の
最
終
段
階
に
相
当
す
る
の
が
八
芳
園
で
の
会
合
だ
っ

た
こ
と
に
な
る
。 

  
 
 
 
 

三 
  

こ
の
両
社
首
脳
の
顔
合
わ
せ
で
佐
伯
の
構
想
は
現
実
の
も
の
と
な

っ
た
。
だ
が
、
佐
伯
は
自
分
が
構
想
し
た
「
ビ
ジ
ネ
ス
ユ
ー
ス
の
機

器
」
に
か
か
わ
る
日
本
電
気
―
Ｎ
Ｊ
Ｃ
の
共
同
事
業
の
成
果
を
見
る

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
会
合
の
翌
朝
、
狭
心
症
で
急
逝
し
た
の
で

あ
る
。 

 

Ｎ
Ｅ
Ａ
Ｃ
１
２
０
１
の
開
発
に
際
し
て
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
の
遠
藤

良
明
が
、 

 

「
ど
う
せ
な
ら
、
ド
イ
ツ
の
フ
ォ
ル
ク
ス
ワ
ー
ゲ
ン
み
た
い
な

〝
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
国
民
車
〞
を
作
ろ
う
や
」 

 

と
言
っ
た
の
は
、
佐
伯
の
遺
志
を
理
解
し
た
か
ら
だ
っ
た
か
も
し

れ
な
い
。 

 

日
本
電
気
側
の
記
録
に
よ
る
と
、 

 

「
日
本
事
務
器
か
ら
低
価
格
な
電
子
会
計
機
を
作
っ
て
く
れ
な
い

か
、
と
い
う
話
が
あ
っ
た
の
は
一
九
五
九
年
の
夏
ご
ろ
だ
っ
た
」 

 

と
あ
り
、
Ｎ
Ｊ
Ｃ
側
の
記
録
で
は
、
そ
の
申
し
出
を
行
っ
た
の
は
、

取
締
役
だ
っ
た
田
中
創
一
郎
で
あ
っ
た
。 

  

い
ま
に
し
て
思
え
ば
、
電
子
式
卓
上
計
算
機
に
あ
た
る
も
の
を
提

案
し
た
の
は
確
か
だ
っ
た
。
私
と
し
て
は
加
算
機
も
除
算
機
も
メ
カ

か
ら
電
子
式
に
移
行
す
べ
き
だ
と
考
え
て
い
た
。
い
わ
ば
電
子
式
会

計
機
と
い
う
か
、
い
わ
ゆ
る
ビ
リ
ン
グ
マ
シ
ン
の
構
想
を
持
っ
て
い

た
。
価
格
は
三
百
万
円
程
度
に
な
ろ
う
し
、
す
ぐ
モ
ノ
に
な
る
と
い

う
わ
け
で
も
な
い
が
…
…
。
日
本
電
気
さ
ん
は
自
信
満
々
で
、
ど
ん

な
も
の
で
も
す
ぐ
で
き
る
と
い
っ
た
ふ
う
に
見
え
た
。 

  

田
中
が
示
し
た
「
価
格
は
三
百
万
円
程
度
」
と
い
う
の
は
、「
背

伸
び
を
す
れ
ば
中
小
企
業
で
も
購
入
で
き
る
価
格
」
を
意
味
し
て
い

た
。 

 

た
だ
し
当
の
田
中
は
演
算
素
子
の
単
価
や
磁
気
ド
ラ
ム
装
置
の
価

格
な
ど
を
知
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
か
ら
、 

 
―
―
た
と
え
ば
そ
ん
な
感
じ 

 
で
話
を
し
た
の
で
あ
ろ
う
。 

 
こ
の
話
を
聞
い
た
日
本
電
気
の
担
当
者
が
誰
だ
っ
た
か
は
分
か
ら

な
い
が
、
お
そ
ら
く 

 

―
―
そ
ん
な
に
遠
く
な
い
将
来
、
そ
の
価
格
帯
の
計
算
機
を
商
品



＝巻之十五 氣噴＝ 

 55 

化
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。 

 
と
い
う
感
じ
で
答
え
た
の
に
違
い
な
い
。 

 
し
か
し
田
中
が
受
け
た
印
象
は 

 

―
―
自
信
満
々
で
、
ど
ん
な
も
の
で
も
す
ぐ
で
き
る
と
い
っ
た
ふ

う
に
見
え
た
。 

 

だ
っ
た
。 

 

い
う
ま
で
も
な
く
、
実
情
は
全
く
別
だ
っ
た
。
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
の

単
価
を
考
え
れ
ば
到
底
無
理
で
あ
る
。
そ
れ
に
小
型
機
を
開
発
す
る

に
は
ク
リ
ア
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
関
門
が
日
本
電
気
側
に
い
く
つ

も
あ
っ
た
。 

 

最
初
は
社
内
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
だ
っ
た
。
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
・
チ
ー

ム
の
一
員
だ
っ
た
金
子
弘
が 

 

―
―
新
機
種
は
パ
ラ
メ
ト
ロ
ン
で
行
く
。 

 

と
決
め
た
こ
と
に
、
半
導
体
開
発
部
の
大
沢
寿
一
な
ど
は 

 

―
―
こ
れ
か
ら
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
に
本
腰
を
入
れ
よ
う
と
し
て
い
る

の
に
、
な
ぜ
逆
行
す
る
の
か
。 

 

と
強
く
反
発
し
た
。 

 

技
術
者
と
し
て
は
当
然
で
あ
っ
た
ろ
う
。 
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 〜

〜
〜
〜 

補 

注 

〜
〜
〜
〜 

 

金
田 
弘 
か
ね
だ
・
ひ
ろ
む
／
１
９
２
１
〜
２
０
０
０
。
一
九
四
四
年
京

都
大
学
電
気
工
学
科
を
卒
業
し
日
本
電
気
に
入
社
し
た
。
五
七
年
か
ら
「
Ｎ

Ｅ
Ａ
Ｃ
２
２
０
１
」
の
設
計
に
取
り
組
み
、
次
い
で
開
発
し
た
「
Ｎ
Ｅ
Ａ
Ｃ

２
２
０
３
」で
は
磁
気
テ
ー
プ
記
憶
装
置
、大
容
量
磁
気
ド
ラ
ム
記
憶
装
置
、

カ
ー
ド
入
出
力
装
置
、
ラ
イ
ン
プ
リ
ン
タ
ー
を
接
続
し
た
多
重
並
行
処
理
を

可
能
に
し
た
。
七
四
年
取
締
役
、
七
八
年
常
務
、
八
〇
年
に
退
任
す
る
ま
で

「
Ａ
Ｃ
Ｏ
Ｓ
」、Ｎ
Ｔ
Ｔ「
Ｄ
Ｉ
Ｐ
Ｓ
」開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
推
進
し
た
。 

出
川
雄
二
郎 

で
が
わ
・
ゆ
う
じ
ろ
う
／
１
９
０
９
〜
１
９
９
７
。
一
九
三

三
年
東
京
工
業
大
学
電
気
工
学
科
を
出
て
三
四
年
日
本
電
気
に
入
っ
た
。
通

信
技
術
の
研
究
開
発
に
従
事
し
、
多
重
通
信
に
お
け
る
「
非
直
線
ひ
ず
み
」

の
研
究
、「
二
重
平
衡
変
調
器
」
の
発
明
な
ど
に
よ
り
四
三
年
に
東
京
工
業
大

学
か
ら
工
学
博
士
の
学
位
を
取
得
し
た
。
五
七
年
、
電
気
試
験
所
の
Ｅ
Ｔ
Ｌ 

Ｍ
ａ
ｒ
ｋ
―
Ⅳ
の
技
術
を
も
と
に
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
ー
式
電
子
計
算
機
「
Ｎ
Ｅ

Ａ
Ｃ
２
２
０
１
」
を
完
成
さ
せ
、
六
二
年
に
は
ア
メ
リ
カ
の
ハ
ネ
ウ
ェ
ル
社

と
の
提
携
を
実
現
し
た
。
六
七
年
常
務
、
七
〇
年
専
務
を
経
て
七
四
年
、
東

京
芝
浦
電
気
と
大
型
計
算
機
事
業
で
提
携
し
、
日
電
東
芝
情
報
シ
ス
テ
ム
社

長
。
五
九
年
紫
綬
褒
章
、
七
八
年
藍
綬
褒
章
、
七
九
年
勲
三
等
瑞
宝
章
。 
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